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第６章 肝炎ウイルス検診の状況 
 

１ 肝炎ウイルス検診の受診の有無と受診機会[複数回答] 
今までに肝炎ウイルス検診を「受けたことがある」と回答した人は 23.8％であった。 

「受けたことがある」と回答した人(1,730 人)に、受診機会を聞いたところ、「市区町村が実施

した検診」の割合が 30.9％と最も高く、次いで、「病院や人間ドックで個人的に行う検診」27.1％、

「職場における検診」23.7％、「通院先の血液検査」15.5％であった。（図Ⅱ-6-1） 

 

問 今までに、市区町村や職場などで、血中のＢ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルスを調べる

肝炎ウイルス検診を受けたことがありますか。 

 

問 どこで肝炎ウイルス検診を受けましたか。 

 

  図Ⅱ-6-1 肝炎ウイルス検診の受診の有無と受診機会[複数回答] 
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（１）肝炎ウイルス検診の受診の有無－性・年齢階級別 

 
肝炎ウイルス検診の受診の有無を性別でみると、「受けた」人の割合は、男性 20.6％、女性

26.7％と女性の方が 5ポイント以上高くなっている。年齢階級別にみると、男女とも、60 代の

「受けた」人の割合が最も高く、それぞれ 29.4％、37.3％となっている。（図Ⅱ-6-2） 

 

  図Ⅱ-6-2 肝炎ウイルス検診の受診の有無－性・年齢階級別 
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肝炎ウイルス検診を受けた人の割合は、男性より女性の方が高い 
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（２）肝炎ウイルス検診の受診の有無－健康・食生活改善意欲別 

 
肝炎ウイルス検診の受診の有無を健康・食生活改善意欲別にみると、健康・食生活改善意欲

が十分にある人は、「受けた」割合が 27.4％と、約 3割であった（図Ⅱ-6-3） 

 

  図Ⅱ-6-3 肝炎ウイルス検診の受診の有無－健康・食生活改善意欲別 
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健康・食生活改善意欲が十分にある人は、肝炎ウイルス検診を「受けた」人の割合が 3割 
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（３）肝炎ウイルス検診の受診機会[複数回答]－性・年齢階級別 

 
肝炎ウイルス検診の受診機会を性別でみると、男性は「職場における検診」の割合が 32.8％、

女性は「市区町村が実施した検診」の割合が 36.4％で、それぞれ最も高かった。 

年齢階級別にみると、「職場における検診」の割合が、男性は 20 代～50 代、女性は 20 代～

30 代が高かった(約 36～63％)。（図Ⅱ-6-4） 

 

  図Ⅱ-6-4 肝炎ウイルス検診の受診機会[複数回答]－性・年齢階級別 
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男性は「職場における検診」、女性は「市区町村が実施した検診」の割合が最も高い 
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（４）肝炎ウイルス検診の受診機会[複数回答]－就業状況別 

 
肝炎ウイルス検診の受診機会を就業状況別にみると、「職場における検診」の割合が最も高

いのは、主に仕事をしている人で、41.6％となっている。 

「市区町村が実施した検診」の割合が高いのは、家事などのほかに仕事をしている人

（39.4％）、家事(専業)の人（40.6％）、その他（幼児、高齢者、病気等）の人(42.8％)となっ

ている。（表Ⅱ-6-1） 

 

  表Ⅱ-6-1 肝炎ウイルス検診の受診機会[複数回答]－就業状況別 

100.0 23.7 30.9 27.1 3.2 15.5 1.8

(1,730)

100.0 34.9 23.4 26.8 2.7 12.6 1.1

(1,000)

100.0 35.1 23.1 26.8 2.5 12.9 1.1

(977)

100.0 41.6 17.6 27.3 2.0 11.5 1.1

(733)

100.0 16.1 39.4 25.2 3.2 17.4 1.4

(218)

100.0 8.7 47.8 26.1 4.3 17.4 -

(23)

100.0 26.1 34.8 26.1 13.0 - -

(23)

100.0 8.4 41.2 27.5 4.1 19.5 2.5

(712)

100.0 8.1 40.6 29.9 4.9 16.7 2.3
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・労働力人口の就業者のうち、通学のかたわらに仕事については、母集団が3人のため省略した。 

・非労働力人口のうち、通学のみについては、母集団が 8人のため省略した。

主に仕事をしている人は、「職場における検診」が 4割 
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２ 肝炎ウイルス検診の受診理由[複数回答] 
  肝炎ウイルス検診を受診した人（1,730 人）のうち、受診機会が職場における検診、市区町村

が実施した検診、病院や人間ドックで個人的に行う検診、その他と回答した人(1,442 人)に受け

た理由を聞いたところ、「市区町村の健診内容にあったから」が最も高く 30.0％、次いで、「職場

の健診内容にあったから」が 27.0％となっている。（図Ⅱ-6-5） 

 

問 肝炎ウイルス検診を受けた理由は何ですか。 

  
 図Ⅱ-6-5 肝炎ウイルス検診の受診理由[複数回答] 
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（１） 肝炎ウイルス検診の受診理由[複数回答]－性・年齢階級別 

  

肝炎ウイルス検診の受診理由を性別にみると、男性では、「職場の健診内容にあったから」

が最も高く 35.9％、女性では、「市区町村の健診内容にあったから」が 36.7％と最も高くなっ

ている。 

年齢階級別にみると、20代～60代男性、20代～30代女性は「職場の健診内容にあったから」、

70 代以上男性、40 代以上女性は、「市区町村の健診内容にあったから」の割合が最も高くなっ

ている。（表Ⅱ-6-2） 

 

 表Ⅱ-6-2 肝炎ウイルス検診の受診理由[複数回答]－性・年齢階級別 

100.0 15.9 14.7 5.2 3.1 27.0 30.0 7.6 11.9 3.3 3.3 3.4 11.4 2.1
(1,442)

100.0 20.7 15.7 4.3 3.8 35.9 20.7 7.6 12.6 3.3 2.3 3.0 9.1 1.3
(605)
100.0 4.2 4.2 4.2 4.2 50.0 4.2 - 8.3 8.3 - 4.2 16.7 -

(24)
100.0 5.2 10.3 3.4 8.6 62.1 5.2 6.9 6.9 5.2 - 3.4 6.9 1.7

(58)
100.0 20.0 9.1 3.6 3.6 49.1 9.1 5.5 10.9 3.6 1.8 3.6 10.0 0.9
(110)
100.0 20.3 16.4 3.9 3.1 46.9 12.5 3.9 7.8 2.3 2.3 2.3 14.8 0.8
(128)
100.0 26.5 17.7 4.8 1.4 33.3 29.3 7.5 11.6 4.1 3.4 1.4 4.8 0.7
(147)
100.0 23.2 23.2 5.4 6.3 3.6 37.5 13.4 22.3 1.8 2.7 4.5 6.3 2.7
(112)
100.0 30.8 19.2 3.8 - 7.7 38.5 19.2 23.1 - 3.8 3.8 11.5 3.8

(26)
100.0 12.4 14.0 5.9 2.6 20.7 36.7 7.6 11.4 3.2 3.9 3.7 13.0 2.7
(837)
100.0 - 3.0 - 3.0 45.5 - 9.1 - 6.1 3.0 3.0 33.3 3.0

(33)
100.0 7.4 7.4 2.1 3.2 42.1 10.5 4.2 9.5 2.1 2.1 2.1 29.5 2.1

(95)
100.0 14.4 9.0 1.8 1.8 26.9 28.7 9.0 5.4 4.8 3.0 3.0 16.2 3.0
(167)
100.0 12.8 19.2 5.1 2.6 23.7 40.4 7.1 8.3 1.9 6.4 3.8 10.3 1.9
(156)
100.0 14.3 18.8 8.1 3.1 13.0 48.0 6.3 12.6 4.0 4.0 5.4 6.7 2.2
(223)
100.0 13.0 14.5 11.5 3.1 4.6 50.4 9.2 22.1 2.3 3.8 3.1 7.6 3.1
(131)
100.0 13.3 10.0 6.7 - 3.3 43.3 13.3 23.3 - 3.3 3.3 6.7 10.0

(30)
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　８０歳以上
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女
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男性は「職場の健診内容にあったから」、女性は「市区町村の健診内容にあったから」の

割合が最も高い 
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３ 肝炎ウイルス検診を受診しなかった理由[複数回答] 
  肝炎ウイルス検診を受診しなかった人（4,430 人）に、検診を受けなかった理由を聞いたとこ

ろ、「自分は感染していないと思うので、受ける必要性を感じないから」が 50.4％と最も高く、

次いで、「肝炎ウイルス検診があることを知らなかったから」が 39.4％、「どこで受けられるかわ

からないから」が 16.6％であった。（図Ⅱ-6-6） 

 

問 肝炎ウイルス検診を受けなかった理由は何ですか。 

  
図Ⅱ-6-6 肝炎ウイルス検診を受診しなかった理由[複数回答] 
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どのような検査をするかわからないから

費用がかかるから

時間がとれなかったから

その他

無回答

総数（4,430人）
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（１）肝炎ウイルス検診を受診しなかった理由[複数回答]－性・年齢階級別 

  

肝炎ウイルス検診を受診しなかった理由を性・年齢階級別にみると、男女とも、「自分は感

染していないと思うので、受ける必要性を感じないから」の割合が最も高く、それぞれ 53.3％、

47.7％となっている。 

「肝炎ウイルス検診があることを知らなかったから」の割合は、女性の 20 代(51.3％)、30

代(56.3％)、40 代(48.2％)で高かった。（表Ⅱ-6-3） 

 

 表Ⅱ-6-3 肝炎ウイルス検診を受診しなかった理由[複数回答]－性・年齢階級別 

100.0 39.4 50.4 16.6 11.9 7.6 9.3 3.7 6.1
(4,430)

100.0 34.5 53.3 15.7 10.7 9.1 9.2 4.1 5.8
(2,139)

100.0 38.1 57.1 15.4 11.4 11.7 11.0 3.3 4.8
(273)
100.0 39.0 49.4 22.4 12.8 12.0 13.5 4.6 5.5
(415)
100.0 38.1 43.0 16.3 11.7 16.0 11.5 4.6 4.6
(349)
100.0 34.2 48.0 15.8 12.8 11.7 10.4 4.0 4.4
(298)
100.0 28.7 60.5 12.4 8.8 3.9 6.1 3.6 8.0
(362)
100.0 32.7 59.9 11.5 8.3 2.2 4.2 4.2 6.7
(312)
100.0 25.8 63.7 11.3 5.6 0.8 2.4 4.0 8.1
(124)
100.0 43.9 47.7 17.4 13.1 6.2 9.4 3.4 6.4

(2,291)
100.0 51.3 46.4 22.4 11.2 9.2 15.1 3.6 3.9
(304)
100.0 56.3 42.8 24.1 16.5 7.6 14.3 2.0 4.7
(407)
100.0 48.2 40.6 20.3 15.2 8.2 10.4 3.1 6.8
(355)
100.0 43.4 48.2 16.7 16.4 7.7 7.4 2.9 5.8
(311)
100.0 35.6 52.3 13.1 12.4 5.2 7.0 4.1 5.4
(388)
100.0 33.3 52.8 11.6 9.9 2.0 5.1 4.0 9.9
(354)
100.0 34.6 53.7 9.9 6.8 0.6 2.5 4.9 9.9
(162)

　８０歳以上

　６０～６９歳

　７０～７９歳

　４０～４９歳

　５０～５９歳

女

　２０～２９歳

　３０～３９歳

　７０～７９歳

　８０歳以上

　５０～５９歳

　６０～６９歳

総数

男

時
間
が
と
れ
な
か

っ
た
か

ら総
　
数

費
用
が
か
か
る
か
ら

そ
の
他

無
回
答

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が
あ

る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た

か
ら

自
分
は
感
染
し
て
い
な
い

と
思
う
の
で

、
受
け
る
必

要
性
を
感
じ
な
い
か
ら

ど
こ
で
受
け
ら
れ
る
か
わ

か
ら
な
い
か
ら

ど
の
よ
う
な
検
査
を
す
る

か
わ
か
ら
な
い
か
ら

　２０～２９歳

　３０～３９歳

　４０～４９歳

 

男女とも「自分は感染していないと思うので、受ける必要性を感じないから」の割合が

最も高い 
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第７章 糖尿病 
 

１ 糖尿病り患状況 
健診等の結果、糖尿病といわれたことがあるか聞いたところ、「『血糖値が高い』『糖尿病の境

界型』『糖尿病の気がある』『糖尿病になりかけている』などといわれたことがある」割合が 8.3％、

「『糖尿病である』といわれたことがある」が 4.9％であった。それ以外は「何もいわれたことが

ない」が大部分を占めており 73.7％となっている。 (図Ⅱ-7-1) 

 

問 あなたは、健診等の検査の結果、糖尿病といわれたことがありますか。 

   
図Ⅱ-7-1 糖尿病り患状況 

「糖尿病であ
る」といわれ
たことがある

4.9

 8.3

何もいわれ
たことはない

73.7

健診、検査
を受けてい
ない 10.1

無回答 3.0

100％
（7,259人）

13.1

「血糖値が高い」

「糖尿病の境界型」

「糖尿病の気がある」

「糖尿病になりかけて
いる」などといわれた
ことがある 8.3

 
(注)統計比率を合算した比率(13.1%)は、個々の数値を合算して求めているため、比率の内訳の合計とは一致しない。 
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（１）糖尿病り患状況－性・年齢階級別 

 
糖尿病り患状況を性・年齢階級別にみると、「『血糖値が高い』『糖尿病の境界型』『糖尿病の

気がある』『糖尿病になりかけている』などといわれたことがある」は、男性11.5％、女性5.3％、

「『糖尿病である』といわれたことがある」は、男性 6.5％、女性 3.4％と、いずれも男性の方

が高くなっている。(図Ⅱ-7-2) 
   
図Ⅱ-7-2 糖尿病り患状況－性・年齢階級別 

11.5

2.8

4.6

9.5

14.9

16.1

18.6

14.4

6.5

3.9

6.5

11.2

13.5

9.6

70.4

70.7

79.5

80.0

71.1

63.0

59.6

62.6

8.8

21.6

11.7

5.6

6.1

7.6

4.3

5.9

0.5

0.7

7.5

3.9

2.1

1.4

1.0

3.6

4.3

2.9

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男(3,426人)

　２０～２９歳(393人)

　３０～３９歳(589人)

　４０～４９歳(591人)

　５０～５９歳(509人)

　６０～６９歳(616人)

　７０～７９歳(532人)

　８０歳以上(187人)

無回答

男　性 「血糖値が高い」「糖尿病の境界型」
「糖尿病の気がある」「糖尿病になりか
けている」などといわれたことがある

「糖尿病である」といわ
れたことがある

何もいわれたこと
はない

健診、検査を
受けていない

 

5.3

3.3

5.0

9.3

9.7

8.2

3.4

6.1

7.1

8.6

76.7

67.3

78.4

86.4

82.5

75.4

70.9

71.2

11.3

26.2

16.5

8.5

8.3

6.6

6.9

9.7

1.1

0.4

2.4

1.3

0.3

-

3.2

6.0

3.6

0.5

1.8

2.6

5.4

2.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女(3,833人)

　２０～２９歳(447人)

　３０～３９歳(611人)

　４０～４９歳(632人)

　５０～５９歳(542人)

　６０～６９歳(724人)

　７０～７９歳(595人)

　８０歳以上(267人)

無回答

女　性 「血糖値が高い」「糖尿病の境界型」
「糖尿病の気がある」「糖尿病になりか
けている」などといわれたことがある

「糖尿病である」といわれ
たことがある

何もいわれたこと
はない

健診、検査を
受けていない

「『血糖値が高い』『糖尿病の境界型』『糖尿病の気がある』『糖尿病になりかけている』な

どといわれたことがある」、「『糖尿病である』といわれたことがある」割合は、いずれも

女性より男性の方が高い 
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２ 糖尿病の治療の有無と治療内容[複数回答] 
「『血糖値が高い』『糖尿病の境界型』『糖尿病の気がある』『糖尿病になりかけている』などと

いわれたことがある」または「『糖尿病である』といわれたことがある」と答えた人(952 人)に、

治療を受けたことがあるかを聞いたところ、「現在、受けている」割合は、44.4％であった。 

一方で、「以前に受けたことがあるが、現在受けていない」（12.4％）、「ほとんど受けたことが

ない」（8.8％）、「まったく受けたことがない」（28.0％）を合わせた「現在、治療を受けていな

い」割合は、49.3％であった。 

また、「現在、受けている」または「以前に受けたことがあるが、現在受けていない」と答え

た人（541 人）に治療（していた）の内容を聞いたところ、「食事指導」が 76.2％で最も高く、

次いで「飲みぐすり」が 65.6％、「運動指導」が 50.6％となっている。（図Ⅱ-7-3） 

 

問 糖尿病の治療を受けたことがありますか。 

  

問 治療の内容はどのようなものでしたか。 

 

  図Ⅱ-7-3 糖尿病の治療の有無と治療内容[複数回答] 

1.82.4

18.1

50.6

65.6

76.2

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

食
事
指
導

飲

み
ぐ
す
り

運
動
指
導

イ

ン
ス
リ

ン
注
射

そ
の
他

無
回
答

総数（541人)
無回答 6.3

まったく受け
たことがない

28.0

ほとんど受け
たことがない

8.8

現在、受けて
いる　 44.4

以前に受け
たことがある
が、現在受け
ていない 12.4

100％
（952人）

 
 

(注)統計比率を合算した比率(49.3%)は、個々の数値を合算して求めているため、比率の内訳の合計とは一致しない。 
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（１）糖尿病の治療の有無－糖尿病り患状況別 

 

糖尿病の治療の有無について、糖尿病り患状況別にみると、「『血糖値が高い』『糖尿病の境

界型』『糖尿病の気がある』『糖尿病になりかけている』」などといわれたことがある人は、「ま

ったく受けたことがない」が最も高く 43.4％となっている。 

一方で、「糖尿病である」といわれたことがある人は、「現在、受けている」割合が 84.4％と

最も高くなっている。（図Ⅱ-7-4） 

 
図Ⅱ-7-4 糖尿病の治療の有無－糖尿病り患状況別 

44.4

20.9

84.4

12.4

14.0

9.6

8.8

12.7

2.3

28.0

43.4

2.0

1.7

9.0

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

総数(952人)

「血糖値が高い」「糖尿病の境界型」
「糖尿病の気がある」「糖尿病になりかけている」

などといわれたことがある(599人)

「糖尿病である」といわれたことがある(353人)

現在受けている 無回答

以前に受けたことがあるが
あるが、現在受けていない ほとんど受けたこと

がない
全く受けた
ことがない

 
 
 

「『糖尿病である』といわれたことがある」人は、糖尿病の治療を「現在、受けている」

割合が 8割 
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（２）糖尿病の治療内容[複数回答]－糖尿病り患状況別 

 
糖尿病の治療の内容について、糖尿病り患状況別にみると、「『血糖値が高い』『糖尿病の境

界型』『糖尿病の気がある』『糖尿病になりかけている』」などといわれたことがある人、「糖尿

病である」といわれたことがある人ともに、「食事指導」の割合が最も高くそれぞれ 75.1％、

76.8％となっている。（図Ⅱ-7-5） 

 
図Ⅱ-7-5 糖尿病の治療内容[複数回答]－糖尿病り患状況別 

2.4

2.4

-

52.6

46.9

75.1

1.5

2.4

29.5

73.8

53.0

76.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

食事指導

運動指導

飲みぐすり

インスリン注射

その他

無回答

「血糖値が高い」「糖尿病の境界型」
「糖尿病の気がある」「糖尿病になりかけている」
などといわれたことがある(209人)

「糖尿病である」といわれたことがある(332人)

「『血糖値が高い』『糖尿病の境界型』『糖尿病の気がある』『糖尿病になりかけている』」

などといわれたことがある人、「糖尿病である」といわれたことがある人、いずれも治療

内容は「食事指導」の割合が最も高い 
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３ 糖尿病が原因で起こる疾病の認知度[複数回答] 
糖尿病について知っていることを聞いたところ、「眼の網膜にある血管がつまったり出血しや

すくなり、放置し症状が進むと失明にいたることがある」の割合が 69.0％で最も高く、次いで、

「腎臓の機能が低下し、放置し症状が進むと人工透析が必要な状態になる。」が 66.8％となって

いる。 (図Ⅱ-7-6) 

 

問 糖尿病が悪化することで、次のような状態になることをご存知ですか。 

 
図Ⅱ-7-6 糖尿病が原因で起こる疾病の認知度[複数回答] 

4.1

10.9

42.2

44.5

48.5

66.8

69.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

眼の網膜にある血管がつまったり出血しやすくなり、

放置し症状が進むと失明にいたることがある

腎臓の機能が低下し、放置し症状が進むと

人工透析が必要な状態になる

心臓の血管がつまりやすくなり、心筋梗塞や

狭心症などの心臓病を起こしやすい

脳の血管がつまりやすくなり、

脳梗塞などを起こしやすい

手足のしびれや痛み、感覚が

鈍くなるなどの症状がでる

いずれも知らない

無回答

総数（7,259人）
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（１）糖尿病が原因で起こる疾病の認知度[複数回答]－性・年齢階級別 

糖尿病について知っていることを性・年齢階級別にみると、男性は、「腎臓の機能が低下し、

放置し症状が進むと人工透析が必要な状態になる」が最も高く、66.5％となっている。 

女性は、「眼の網膜にある血管がつまったり出血しやすくなり、放置し症状が進むと失明に

いたることがある」が最も高く 72.4％で、特に 40 代～60 代女性は、8割を超えている。 

糖尿病について知っていることを性・年齢階級別にみると、男女とも、20 代、80 代が、「い

ずれも知らない」の割合が、約 2割となっている。 (表Ⅱ-7-1)   
 
表Ⅱ-7-1 糖尿病が原因で起こる疾病の認知度[複数回答]－性・年齢階級別 

100.0 66.8 42.2 69.0 48.5 44.5 10.9 4.1
(7,259)

100.0 66.5 42.3 65.2 49.5 45.7 12.3 3.6
(3,426)

100.0 53.4 33.1 39.7 46.1 42.7 24.2 4.1
(393)
100.0 66.4 39.0 54.8 44.7 41.3 15.1 4.4
(589)
100.0 73.9 45.9 70.9 50.4 46.7 9.3 2.2
(591)
100.0 69.7 45.4 76.6 53.0 47.5 8.1 1.6
(509)
100.0 67.9 44.3 76.5 52.9 49.7 7.8 2.4
(616)
100.0 67.1 44.4 69.0 51.9 48.3 9.6 5.8
(532)
100.0 55.6 40.1 54.5 41.7 37.4 22.5 8.0
(187)
100.0 67.1 42.0 72.4 47.5 43.5 9.6 4.5

(3,833)
100.0 53.7 32.7 45.9 44.7 39.4 19.2 7.6
(447)
100.0 69.9 37.0 67.1 44.4 39.9 9.8 4.3
(611)
100.0 72.6 50.5 81.0 49.4 44.5 6.5 0.9
(632)
100.0 71.6 44.6 86.0 52.4 45.4 4.4 1.7
(542)
100.0 71.3 46.7 82.5 51.8 48.2 6.1 4.0
(724)
100.0 65.7 43.0 71.6 46.6 46.4 8.6 7.6
(595)
100.0 52.8 29.2 56.6 35.2 33.3 23.6 8.6
(267)

腎
臓
の
機
能
が
低
下
し

、
放
置
し

症
状
が
進
む
と
人
工
透
析
が
必
要

な
状
態
に
な
る

総数

男

総
　
数

い
ず
れ
も
知
ら
な
い

　３０～３９歳

　４０～４９歳

手
足
の
し
び
れ
や
痛
み

、
感
覚
が

鈍
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
で
る

眼
の
網
膜
に
あ
る
血
管
が
つ
ま

っ

た
り
出
血
し
や
す
く
な
り

、
放
置

し
症
状
が
進
む
と
失
明
に
い
た
る

こ
と
が
あ
る

心
臓
の
血
管
が
つ
ま
り
や
す
く
な

り

、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
の

心
臓
病
を
起
こ
し
や
す
い

脳
の
血
管
が
つ
ま
り
や
す
く
な

り

、
脳
梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
や
す

い

　２０～２９歳

　５０～５９歳

　６０～６９歳

　７０～７９歳

　８０歳以上

女

　２０～２９歳

　３０～３９歳

　４０～４９歳

　５０～５９歳

　６０～６９歳

　７０～７９歳

　８０歳以上

無
回
答
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（２）糖尿病が原因で起こる疾病の認知度[複数回答]－糖尿病り患状況別 

 
糖尿病について知っていることを糖尿病り患状況別にみると、「糖尿病である」といわれた

ことがある人は、「いずれも知らない」を除くすべての項目において、割合が最も高くなって

いる。 (表Ⅱ-7-2) 
 

表Ⅱ-7-2 糖尿病が原因で起こる疾病の認知度[複数回答]－糖尿病り患状況別 

100.0 66.8 42.2 69.0 48.5 44.5 10.9 4.1

(7,259)

100.0 72.3 53.8 78.1 61.9 59.4 5.5 0.8

(599)

100.0 85.3 72.2 87.3 74.5 72.5 2.8 1.7

(353)

100.0 68.4 41.7 71.1 48.3 44.0 10.6 2.1

(5,352)

100.0 57.3 32.0 53.6 37.0 33.5 23.5 1.6

(735)
健診、検査を受けていない

無
回
答

総数

「血糖値が高い」「糖尿病の境界型」「糖尿病の
気がある」「糖尿病になりかけている」などとい
われたことがある

「糖尿病である」といわれたことがある

眼
の
網
膜
に
あ
る
血
管
が
つ

ま

っ
た
り
出
血
し
や
す
く
な

り

、
放
置
し
症
状
が
進
む
と
失

明
に
い
た
る
こ
と
が
あ
る

心
臓
の
血
管
が
つ
ま
り
や
す
く

な
り

、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な

ど
の
心
臓
病
を
起
こ
し
や
す
い

脳
の
血
管
が
つ
ま
り
や
す
く
な

り

、
脳
梗
塞
な
ど
を
起
こ
し
や

す
い

い
ず
れ
も
知
ら
な
い

腎
臓
の
機
能
が
低
下
し

、
放
置

し
症
状
が
進
む
と
人
工
透
析
が

必
要
な
状
態
に
な
る

手
足
の
し
び
れ
や
痛
み

、
感
覚

が
鈍
く
な
る
な
ど
の
症
状
が
で

る総
　
数

何もいわれたことはない

 

「糖尿病である」といわれたことがある人は、いずれの項目も知っている割合が高い 
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第８章 結核 
 

１ 胸のレントゲン検査の受診の有無と受診しなかった理由[複数回答] 
この 1年以内に胸のレントゲン検査を受けたことがあるか聞いたところ、「受けたことがある」

の割合が 62.4％、「受けたことがない」が 35.2％であった。（図Ⅱ-8-1） 

「受けたことがない」人（2,552 人）に受診しなかった理由を聞いたところ、「現在、健康に問

題はなく、必要性を感じないから」の割合が最も高く 55.1％、次いで「受ける機会がないから」

が 30.4％と続いた。 (図Ⅱ-8-2) 

 

問 あなたは、この 1年以内に胸のレントゲン検査を受けたことがありますか。 

 

問 胸のレントゲン検査を受けなかったのはなぜですか。 

   
 
図Ⅱ-8-1 胸のレントゲン検査受診の有無 

 

無回答
2.4

受けたこ
とがある

62.4

受けたこ
とがない

35.2

100％
（7,259人）

3.4

4.9

6.5

8.2

11.7

30.4

55.1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現在、健康に問題はなく、
必要性を感じないから

受ける機会がないから

時間がとれなかったから

医者にかかっているから

どこで受けられるのかわからないから

その他

無回答

総数（2,552人）

 

図Ⅱ8-2 胸のレントゲン検査を 
受診しなかった理由〔複数回答〕 
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（１）胸のレントゲン検査の受診の有無－性・年齢階級別 

 
胸のレントゲン検査の受診の有無を性・年齢階級別にみると、「受けたことがある」割合は、

男性が 66.4％、女性が 58.9％と男性の方が 5ポイント以上高くなっている。 

一方「受けたことがない」の割合が、男性では 20 代(47.6％)、女性では 20 代（47.4％）、

30 代(50.6％)が、約 5割となっている。(図Ⅱ-8-3) 

  
図Ⅱ-8-3 胸のレントゲン検査の受診の有無－性・年齢階級別 

66.4

48.3

62.6

70.9

72.7

67.4

73.1

63.6

31.2

47.6

33.6

27.7

26.5

31.3

24.6

29.9 6.4

2.3

1.3

0.8

1.4

3.7

4.1

2.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男(3,426人)

　２０～２９歳(393人)

　３０～３９歳(589人)

　４０～４９歳(591人)

　５０～５９歳(509人)

　６０～６９歳(616人)

　７０～７９歳(532人)

　８０歳以上(187人)

無回答

男　性

受けたことがある 受けたことがない

 

58.9

46.8

46.2

59.2

61.1

66.3

69.1

60.7

38.7

47.4

50.6

39.7

38.6

31.9

28.1

36.7

2.5

5.8

3.3

1.1

0.4

1.8

2.9

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女(3,833人)

　２０～２９歳(447人)

　３０～３９歳(611人)

　４０～４９歳(632人)

　５０～５９歳(542人)

　６０～６９歳(724人)

　７０～７９歳(595人)

　８０歳以上(267人)

無回答

女　性

受けたことがある 受けたことがない

胸のレントゲン検査を受診した割合は、女性より男性の方が高い 
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（２）胸のレントゲン検査の受診の有無－就業状況別  

 

胸のレントゲン検査の受診の有無を就業状況別にみると、「受けたことがある」の割合は、

主に仕事をしている人が 67.3％、その他（幼児、高齢、病気等）の人が 64.3％で、6割を超え

ている。 (表Ⅱ-8-1) 
  

表Ⅱ-8-1 胸のレントゲン検査の受診の有無－就業状況別 

100.0 62.4 35.2 2.4
(7,259)

100.0 64.1 33.4 2.5
(4,562)

100.0 64.7 32.7 2.6
(4,429)

100.0 67.3 30.0 2.7
(3,535)

100.0 56.9 41.4 1.8
(742)
100.0 34.8 62.3 2.9
(69)

100.0 50.6 48.2 1.2
(83)

100.0 44.4 54.1 1.5
(133)
100.0 59.6 38.3 2.1

(2,609)
100.0 55.5 43.0 1.5

(1,307)
100.0 56.4 40.6 3.0
(101)
100.0 64.3 33.0 2.7

(1,201)
　その他（幼児、高齢・病気等）

受
け
た
こ
と
が
あ
る

受
け
た
こ
と
が
な
い

無
回
答

総数

労働力人口

　就業者

　仕事を探していた

非労働力人口

　家事(専業)

　通学のみ

　主に仕事

　家事などのほかに仕事

　通学のかたわらに仕事

　その他

総
　
数

主に仕事をしている人は、胸のレントゲン検査を受診した割合が 7割 
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（３）胸のレントゲン検査を受診しなかった理由[複数回答]－性・年齢階級別 

 

胸のレントゲン検査を受診しなかった理由を性・年齢階級別にみると、男女とも「現在、健

康に問題はなく、必要性を感じないから」の割合が、それぞれ 58.5％、52.7％と最も高くなっ

ている。 

また、「受ける機会がないから」の割合は、男性 26.1％、女性 33.4％で、女性の方が約 7ポ

イント高くなっている。(表Ⅱ-8-2) 

  

100.0 55.1 6.5 30.4 11.7 8.2 4.9 3.4
(2,552)

100.0 58.5 6.8 26.1 13.8 8.9 4.1 2.9
(1,069)

100.0 64.2 10.2 36.4 9.6 1.1 1.6 3.7
(187)
100.0 57.6 10.6 35.9 13.1 0.5 5.6 1.5
(198)
100.0 46.3 6.7 31.7 23.2 4.3 9.1 2.4
(164)
100.0 53.3 4.4 20.0 27.4 7.4 3.7 4.4
(135)
100.0 62.2 7.3 18.1 9.3 18.1 2.1 2.1
(193)
100.0 60.3 0.8 14.5 6.1 19.1 3.8 5.3
(131)
100.0 78.6 - 7.1 - 26.8 1.8 -

(56)
100.0 52.7 6.3 33.4 10.2 7.8 5.5 3.8

(1,483)
100.0 54.7 8.0 47.6 5.7 0.9 3.8 3.3
(212)
100.0 48.9 10.7 47.9 9.1 1.0 7.1 3.6
(309)
100.0 45.0 6.8 36.3 19.1 4.0 6.8 3.2
(251)
100.0 52.2 6.2 30.1 19.1 6.2 6.2 1.9
(209)
100.0 57.6 2.6 23.4 5.6 13.9 5.2 3.9
(231)
100.0 62.3 4.8 15.6 3.0 18.0 1.8 6.6
(167)
100.0 54.1 - 10.2 3.1 25.5 7.1 7.1

(98)
　８０歳以上

　４０～４９歳

　５０～５９歳

　６０～６９歳

　７０～７９歳

無
回
答

　５０～５９歳

　６０～６９歳

　７０～７９歳

医
者
に
か
か

っ
て
い

る
か
ら

現
在

、
健
康
に
問
題

は
な
く

、
必
要
性
を

感
じ
な
い
か
ら

ど
こ
で
受
け
ら
れ
る

の
か
わ
か
ら
な
い
か

ら総
　
数

そ
の
他

総数

　２０～２９歳

　３０～３９歳

　４０～４９歳

　８０歳以上

　３０～３９歳

時
間
が
と
れ
な
か

っ

た
か
ら

受
け
る
機
会
が
な
い

か
ら

男

　２０～２９歳

女

 
(注) その他の意見(計 110件)としてあげられた主なものは、以下のとおりである。 

   ○妊娠中(23件) 

   ○面倒くさい・無関心(10件) 

   ○寝たきり、高齢、病気などで検査に行けなかった(10件) 

   ○市区町村や健保組合の検査内容が変わった、検査項目に入っていない(5件) 

男女とも「現在、健康に問題はなく、必要性を感じないから」の割合が最も高い 

表Ⅱ-8-2 胸のレントゲン検査を受診しなかった理由[複数回答]－性・年齢階級別 
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２ 結核に関する知識の認知度[複数回答] 
結核について、以下のようなことを知っているか聞いたところ、知っている割合で最も高いの

は「周りの人にうつすおそれのある病気である」で 72.0％、次いで「日本では、かかる人がまだ

たくさんいる」「きちんと薬を飲めば治る病気である」がともに 61.3％で続いた。 (図Ⅱ-8-4) 

 

問 あなたは、結核について次のようなことをご存知ですか。 

 

図Ⅱ-8-4 結核に関する知識の認知度[複数回答] 

3.3

6.2

10.3

23.0

25.5

34.7

42.0

50.8

59.7

61.3

61.3

72.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

周りの人にうつすおそれのある病気である

日本では、かかる人がまだたくさんいる

きちんと薬を飲めば治る病気である

感染した場合、入院しなければならないことがある

発見が遅れると重症化する

感染してもすぐに発病するとは限らない

2週間以上、咳が続くときは、結核にかかっている可能性がある

東京では若い人の結核が多い

相談は保健所で受けられる

治療費の一部を公費で負担する制度がある

いずれも知らない

無回答

総数（7,259人）
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（１）結核に関する知識の認知度[複数回答]－性・年齢階級別 

 

結核に関する知識の認知度を性・年齢階級別にみると、男女とも「周りの人にうつすおそれ

のある病気である」ことを知っている割合が、それぞれ 68.1％、75.5％と最も高くなっている。 

男性の 20 代は、「いずれも知らない」の割合が 19.3％と、総数の割合(6.2％)より 10 ポイン

ト以上高くなっている。(表Ⅱ-8-3) 

  
表Ⅱ-8-3 結核に関する知識の認知度[複数回答]－性・年齢階級別 

100.0 61.3 42.0 61.3 50.8 72.0 34.7 25.5 23.0 10.3 59.7 6.2 3.3
(7,259)

100.0 59.5 40.4 57.9 51.6 68.1 30.6 23.9 21.9 10.4 55.1 7.4 3.5
(3,426)

100.0 45.5 28.8 39.7 40.7 53.7 21.6 14.8 9.9 8.1 38.2 19.3 5.3
(393)
100.0 54.8 29.2 50.8 45.8 60.4 28.2 16.8 14.9 5.9 44.0 10.9 3.9
(589)
100.0 61.9 40.9 63.5 52.5 70.9 32.3 25.0 16.6 8.6 55.5 6.9 2.2
(591)
100.0 60.7 42.4 63.9 56.6 69.5 36.5 31.2 22.2 12.6 60.7 6.3 1.2
(509)
100.0 62.5 45.1 63.0 56.2 74.4 30.0 28.4 26.6 12.8 67.4 2.6 2.6
(616)
100.0 68.2 51.1 62.0 55.6 75.8 33.1 26.1 34.0 13.2 60.0 2.6 5.5
(532)
100.0 57.2 46.0 57.2 49.7 66.8 29.4 19.8 32.6 12.3 55.1 4.8 5.9
(187)
100.0 62.9 43.5 64.4 50.1 75.5 38.3 27.0 24.1 10.1 63.8 5.1 3.2

(3,833)
100.0 48.5 25.3 41.2 35.6 62.4 28.6 13.9 11.9 4.9 47.0 9.8 7.6
(447)
100.0 57.4 37.3 57.9 43.7 73.6 38.6 20.9 18.5 7.9 58.6 6.9 3.8
(611)
100.0 73.7 47.0 69.8 48.9 80.7 50.3 28.3 18.4 7.8 66.1 4.1 1.4
(632)
100.0 67.0 50.9 77.7 54.1 79.3 39.5 33.8 22.9 10.5 71.4 2.8 0.9
(542)
100.0 66.4 49.4 73.3 58.4 79.0 40.1 35.8 33.0 14.4 74.7 3.0 2.1
(724)
100.0 65.9 48.4 65.5 57.3 79.5 35.5 28.4 35.0 13.6 63.5 2.7 4.5
(595)
100.0 50.9 38.2 52.1 45.3 63.3 24.7 18.7 24.7 9.4 53.6 11.2 3.4
(267)

い
ず
れ
も
知
ら
な
い

無
回
答

2
週
間
以
上

、
咳
が
続
く
と

き
は

、
結
核
に
か
か

っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る

東
京
で
は
若
い
人
の
結
核
が

多
い

き
ち
ん
と
薬
を
飲
め
ば
治
る

病
気
で
あ
る

発
見
が
遅
れ
る
と
重
症
化
す

る 周
り
の
人
に
う
つ
す
お
そ
れ

の
あ
る
病
気
で
あ
る

感
染
し
て
も
す
ぐ
に
発
病
す

る
と
は
限
ら
な
い

相
談
は
保
健
所
で
受
け
ら
れ

る 治
療
費
の
一
部
を
公
費
で
負

担
す
る
制
度
が
あ
る

感
染
し
た
場
合

、
入
院
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る

　８０歳以上

　６０～６９歳

　７０～７９歳

　４０～４９歳

　５０～５９歳

女

　２０～２９歳

　３０～３９歳

　７０～７９歳

　８０歳以上

　２０～２９歳

　６０～６９歳

　３０～３９歳

　５０～５９歳

　４０～４９歳

日
本
で
は

、
か
か
る
人
が
ま

だ
た
く
さ
ん
い
る

総数

総
　
数

男

 

男女とも「周りの人にうつすおそれのある病気である」ことを知っている割合が最も高い 
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（２）結核に関する知識の認知度[複数回答]－胸のレントゲン検査の受診の有無別 

 

結核に関する知識の認知度を胸のレントゲン検査の受診の有無別にみると、「いずれも知ら

ない」を除くすべての項目において、受けたことがある人の方が、受けたことがない人に比べ

て、知っている割合が高くなっている。(表Ⅱ-8-4)  

  
表Ⅱ-8-4 結核に関する知識の認知度[複数回答]－胸のレントゲン検査の受診の有無別 

総
　
数

日
本
で
は

、
か
か
る
人
が
ま
だ

た
く
さ
ん
い
る

感
染
し
て
も
す
ぐ
に
発
病
す
る

と
は
限
ら
な
い

き
ち
ん
と
薬
を
飲
め
ば
治
る
病

気
で
あ
る

発
見
が
遅
れ
る
と
重
症
化
す
る

周
り
の
人
に
う
つ
す
お
そ
れ
の

あ
る
病
気
で
あ
る

2
週
間
以
上

、
咳
が
続
く
と
き

は

、
結
核
に
か
か

っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る

東
京
で
は
若
い
人
の
結
核
が
多

い 相
談
は
保
健
所
で
受
け
ら
れ
る

治
療
費
の
一
部
を
公
費
で
負
担

す
る
制
度
が
あ
る

感
染
し
た
場
合

、
入
院
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る

い
ず
れ
も
知
ら
な
い

無
回
答

100.0 61.3 42.0 61.3 50.8 72.0 34.7 25.5 23.0 10.3 59.7 6.2 3.3

(7,259)

100.0 66.9 45.7 65.5 55.8 75.7 37.3 27.9 26.2 11.8 64.3 4.6 0.8

(4,531)

100.0 55.1 37.9 57.5 44.9 69.8 32.0 22.8 18.6 8.2 55.0 9.2 2.3

(2,552)
受けたことがない

総数

受けたことがある

 

レントゲン検査を受けた人は、いずれの項目も知っている割合が高い 


